
　今日から新しい生活が始まります　～旭東小学校～

生中継・録画中継で
本会議を傍聴できます。
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どう使われるの？ 私たちの税金
チェックして
チェックして みましょう!!
 みましょう!!

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
は

前
年
度
比
４
・
０
％
増
の
２
４
５
億
８
９
０
０
万
円

　
今
年
度
の
予
算
は
、
国
道
51
号
子
生
地
区
道
路
整
備
事
業
が
新
設
さ
れ
、
ま
た
大
洋
中
学
校
区
統
合
小
学
校
整
備

事
業
の
建
築
工
事
や
旭
中
学
校
区
統
合
小
学
校
事
業
の
設
計
委
託
業
務
等
に
よ
り
教
育
費
が
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
企
業
会
計
で
は
既
設
水
道
管
の
更
新
工
事
に
よ
り
増
と
な
っ
て
い
る
。

一般会計　歳入

歳入総額歳入総額
245億8,900万円245億8,900万円

その他　
ゴルフ場利用税交付金　2,071万円
地方特例交付金　　　　4,435万円
など　　　　　　 計4億2,860万円

その他
寄附金　　　　　　1億3,074万円
使用料及び手数料　1億9,586万円
など　　　　　　計8億1,094万円

市税
49億9,470万円

自主財源自主財源
31％31％

依存財源依存財源
69％69％

繰入金
16億1,163万円

地方交付税
59億円

国庫支出金
41億4,997万円

  県支出金
16億3,746万円

地方消費税交付金
8億8,820万円

市債
39億6,750万円

繰越金
2億円

議会だよりNo.61で
用語の解説をしているよ！
いっしょに見てみてね！

令
和
３
年
度
予
算
特
集　

ど
う
使
わ
れ
る
の
？ 

私
た
ち
の
税
金
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会 計 名 本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 増 減 額 増 減 率
一 般 会 計 245億8,900万円 236億4,800万円 9億4,100万円 4.0％
特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 69億2,840万円 71億5,891万円 △2億3,051万円 △3.2％
後 期 高 齢 者 医 療 6億2,556万円 5億7,848万円 4,708万円 8.1％
介 護 保 険 50億2,761万円 47億9,816万円 2億2,945万円 4.8％
農 業 集 落 排 水 事 業 2億3,405万円 2億2,747万円 658万円 2.9％

企
業
会
計

水 道 事 業 22億9,089万円 21億7,308万円 1億1,781万円 5.4％
下 水 道 事 業 7億529万円 7億898万円 △369万円　 △0.5%

合 計 404億80万円 392億9,308万円 11億772万円 2.8％

■令和３年度予算案を集中審議
どう使われるの？ 私たちの税金

一般会計　歳出

一般会計予算
245億8,900万円
対前年度比　4.0％の増

議会費
1億5,943万円

　総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　
17億4,229万円

民生費
81億3,678万円

衛生費
23億4,123万円

農林水産業費
8億3,785万円

商工費
2億2,865万円

土木費
29億4,808万円

消防費
13億7,116万円

教育費
44億2,344万円

公債費
22億6,344万円

その他
諸支出金　1億1,664万円
予備費　　　  2,000万円　
など　　計1億3,664万円

※予算額は四捨五入により記載しているため、合計等が一致していない場合があります。

歳出総額歳出総額
245億8,900万円245億8,900万円

令
和
３
年
度
予
算
特
集　

ど
う
使
わ
れ
る
の
？ 

私
た
ち
の
税
金
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特 集
令
和
３
年
度
予
算
特
集　

主
な
事
業
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

令和3年度注目の事業を
check

公共交通対策事業公共交通対策事業

子供の輝く未来創造事業子供の輝く未来創造事業 妊よう性温存治療費助成事業妊よう性温存治療費助成事業

防災無線放送施設防災無線放送施設
デジタル化事業　　デジタル化事業　　

新鉾田駅周辺新鉾田駅周辺
再整備事業　　　　　　　　　　　再整備事業　　　　　　　　　　　

　デマンド型乗合タクシーの市内全域運行を開始します。　デマンド型乗合タクシーの市内全域運行を開始します。
（１０月頃開始予定）（１０月頃開始予定）

　中学校 3 年生という進路　中学校 3 年生という進路
決定の時期に、自ら課題を決定の時期に、自ら課題を
設定し解決する力と学ぶ意設定し解決する力と学ぶ意
欲を高めるため、10 月から欲を高めるため、10 月から
2月まで土曜スクールを開講2月まで土曜スクールを開講
し、学習機会を提供します。し、学習機会を提供します。

　将来子どもを産み育てることを望む小児、AYA世　将来子どもを産み育てることを望む小児、AYA世
代（思春期・若年成人）のがん患者が希望を持ってが代（思春期・若年成人）のがん患者が希望を持ってが
ん治療に取り組めるよう、費用の一部を助成します。ん治療に取り組めるよう、費用の一部を助成します。

　順次、デジタル式　順次、デジタル式
対応の戸別受信機対応の戸別受信機
の配布を行います。の配布を行います。

　ロータリー、駅待合室、市営駐車場のバリア　ロータリー、駅待合室、市営駐車場のバリア
フリー化や時代に即した再整備と親水公園のリフリー化や時代に即した再整備と親水公園のリ
ニューアルを行います。ニューアルを行います。

主な事業

主な事業

主な事業 主な事業

主な事業

5,638万円

3億1,464万円

2,952万円

358万円

25万円
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令
和
３
年
度
予
算
特
集　

主
な
事
業
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

予算書はこちら 予算に関する説明書はこちら

新規就農者支援事業新規就農者支援事業

観光振興事業観光振興事業

統合小学校統合小学校
通学路通学路
整備事業整備事業

畜産業振興事業畜産業振興事業

国道51号国道51号
子生地区道路整備事業子生地区道路整備事業

　狭隘箇所や急カーブ、起　狭隘箇所や急カーブ、起
伏等を解消することで新市伏等を解消することで新市
連絡道路と県道大竹鉾田線連絡道路と県道大竹鉾田線
を結び地域間交流の促進をを結び地域間交流の促進を
図り、鉾田南小学校の通学図り、鉾田南小学校の通学
路として児童の歩行スペース路として児童の歩行スペース
を確保します。を確保します。

　初期投資や固定費　初期投資や固定費
を支援することで、新を支援することで、新
規就農者の経営リス規就農者の経営リス
ク軽減を図ります。ク軽減を図ります。

　令和 3 年1月に設立した（一社）鉾田市観光　令和 3 年1月に設立した（一社）鉾田市観光
物産協会との協働により新たな観光資源の掘り物産協会との協働により新たな観光資源の掘り
起こしや、農産地の特色を生かした観光メニュー起こしや、農産地の特色を生かした観光メニュー
の創設に取り組みます。の創設に取り組みます。

　歩道を拡幅し、安心安全な交通環境を整備す　歩道を拡幅し、安心安全な交通環境を整備す
るため、担当部署を設置し用地交渉等を行います。るため、担当部署を設置し用地交渉等を行います。

　畜産環境対策の実証　畜産環境対策の実証
実験として、畜舎の臭実験として、畜舎の臭
気分解シートを導入し、気分解シートを導入し、
効果検証を行います。効果検証を行います。

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業

2億1,100万円

200万円

3,250万円
203万円

9,211万円

市 HP で令和３年度予算書
及び予算に関する説明書が
公開されています。

道路イメージ道路イメージ

通学路整備参考図通学路整備参考図

鉾田南小学校

通学路整備区間
L=2,000m

さらに詳しく
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令
和
３
年
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予
算
特
集　

主
な
事
業
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

そもそも認定こども園とは？
　教育・保育を一体的に行う施設で、いわば幼稚園と保育所の両方の
良さを併せ持っている施設。以下の機能を備えています。

○就学前の子どもに幼児教育・保育を提供する機能
○地域における子育て支援を行う機能

保育幼児教育再編整備推進事業保育幼児教育再編整備推進事業

　保留児童の受け皿の確保及び多様化する保育需要に対　保留児童の受け皿の確保及び多様化する保育需要に対
応するため、老朽化した第一保育所と鉾田幼稚園を統合し、応するため、老朽化した第一保育所と鉾田幼稚園を統合し、
旧鉾田小学校跡地に認定こども園を創設し、令和４年度旧鉾田小学校跡地に認定こども園を創設し、令和４年度
の開園に向けて整備を進めます。の開園に向けて整備を進めます。

認定こども園イメージ認定こども園イメージ

主な事業

7億958万円
（当初予算）

◎認定こども園（保育幼児教育再編整備推進事業）に関する審査の経過
　令和3年度一般会計予算案に認定こども園に関する予算が7億957万5千円計上さ
れました。これを受け、予算特別委員会にて集中審議を行いました。
　審議の中では、認定こども園の予算に反対する委員から、施設建設予定地が抱え
る災害・交通安全対策等の課題が解消されていないとの理由から、認定こども園に
関する予算が7億957万5千円を減額した修正案が提出されました。
　この修正案に対し、待機児童解消に向け早期に建設を進めるべきであるとの意見
があり、認定こども園に関する予算の賛否について意見が分かれました。
　賛成意見・反対意見が多くある中、審議を進めましたが、意見の一致には至りま
せんでした。
　採決の結果、認定こども園に関する予算を含む令和3年度一般会計予算案は賛成多
数により可決され、結果的に認定こども園の予算が認められました。

安心安全な認定こども園の開園に向け、今後も執行部からの必要な
説明を求めるとともに、事業の進捗状況を注視していきます。



77

令
和
３
年
度
予
算
特
集　

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会　

注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ　

／　

会
派
代
表
者
質
問

議案第21号　令和３年度鉾田市一般会計補正予算（第１号）　可 決 市内事業者等への支援対策を

国の補正予算第３号に伴う新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
等を活用し、感染拡大防止対策及び市内中小企業等へ支援等を行うもの

主な質疑

○新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（3次）を活用した主な事業
・公共交通感染拡大防止対策支援事業（601万円）

旅客収入の減少が長期化している市内バス・タクシー業者等へ公共交通等事業継続支援
金（第２次）、また市内代行業者へ自動車代行業継続支援金（新規）の支給を行うことで運行
継続を支援し、市民の安全安心な移動手段を維持・確保するもの。
・鉾田市中小企業等応援給付金事業（8,897万円）

新型コロナウイルス感染症の影響により令和2年の年間売り上げが前年比で30％減少した市内
の中小企業者及び小規模商工業者に対し、事業の継続を支える資金として給付金を支給するもの。
・PayPayと連携した中小店舗支援事業（2,060万円）

市内小売店や飲食店などでPayPayを利用した場合、購入額の30％をキャッシュバックす
ることで、市内店舗等における消費喚起・需要拡大及び非接触のキャッシュレス決済によ
る感染防止を推進するもの。
※事業の詳細等については、市HPまたは広報ほこたでご確認ください。

農業者向けの給付金がない
理由は。

農業者のみ農林水産省から給付金が出ているため。また、
日銀水戸事務所の景気判断でサービス業関係が非常に弱
い状況となっているため、商工事業者を中心とした。

答問

市
長
の
市
政
方
針
の
中
で
、

「
今
や
る
べ
き
こ
と
」
と
い

う
文
言
が
随
所
に
出
て
く
る
が
、

具
体
的
に
見
え
て
こ
な
い
。
具
体

的
な
内
容
を
伺
う
。

【
市
長
】
長
い
目
で
将
来
を

見
据
え
て
物
事
を
考
え
、

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

一
つ
一
つ
実
行
し
て
い
く
こ
と

が
、
将
来
の
ま
ち
を
つ
く
る
礎
に

な
る
と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
３

点
あ
り
、
最
優
先
課
題
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
あ

り
、
市
民
の
命
を
守
る
た
め
の
感

染
拡
大
防
止
に
努
め
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
全
力
を
傾
け
る
こ
と
、
ま

た
経
済
的
被
害
を
受
け
て
い
る

方
々
へ
支
援
対
策
を
引
き
続
き
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

２
点
目
は
、
ま
ち
の
土
台
を
築
く

こ
と
で
あ
り
、
自
然
災
害
へ
の
対

応
、
子
育
て
教
育
の
充
実
、
生
活

基
盤
の
整
備
及
び
人
材
育
成
を
図

り
た
い
と
考
え
る
。
３
点
目
は
、

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
結
婚
か

ら
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
支
援
、

教
育
環
境
の
充
実
、
雇
用
の
場
の

創
出
、
住
宅
支
援
、
生
活
環
境
の

整
備
ま
で
横
断
的
で
切
れ
目
の
な

い
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
で
人
口

減
少
の
抑
制
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
に
は
、
職
員
の
人
材
育

成
が
最
も
大
事
な
こ
と
と
考
え

る
。
現
状
と
し
て
職
員
数
は
足
り

て
い
る
の
か
伺
う
。

【
市
長
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
い
う
想
定

外
の
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
い
う

中
で
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
は
感
じ

て
い
る
。

　

市
民
一
人
一
人
に
手
を
さ
し
の

べ
て
、
市
民
の
声
を
聞
く
よ
う
な

状
況
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
そ

の
よ
う
な
人
材
育
成
が
で
き
る
よ

う
邁
進
し
て
い
く
。

市
民
の
た
め
に

今
や
る
べ
き

こ
と
と
は

公明党鉾田市議団
入江 晃 議員

答

答

問

問

会
派
代
表
者
質
問

【
3
月
３
日
】

そ
の
他
の
質
問
事
項

・「
６
つ
の
基
本
政
策
」に
つ
い
て

・「
む
す
び
に
」に
つ
い
て
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予
算
特
別
委
員
会

◎
議
案
第
1
号
に
対
す
る
修
正
案
が
提
出
さ

れ
た
た
め
、
修
正
案
の
賛
否
・
原
案
の
賛

否
に
つ
い
て
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

委 

員 

長　

二
重
作　

茂
兵
衛

副
委
員
長　

入
江　

晃

委　
　

員　

議
長
を
除
く
議
員　

委
員
構
成

3月12日設置

令
和
３
年
度
予
算
特
集　

予
算
特
別
委
員
会　

主
な
討
論

主
な
討
論

議
案
第
１
号
令
和
３
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
予
算

　

フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
、
遠
隔
地
会
議
環
境
の
整
備

な
ど
コ
ロ
ナ
禍
で
の
行
政
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
継
続
、
推

進
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
や
敬
老
長
寿
褒
状
事
業
や
高

齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
の
内
容
変
更
や
新
規
事

業
で
は
妊
よ
う
性
温
存
治
療
助
成
事
業
な
ど
現
在
の
課

題
の
改
善
や
将
来
を
見
据
え
た
施
策
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
将
来
の
財
政
運
営
を
心
配
し
て
い
る
声
も

あ
る
の
で
、
き
ち
ん
と
計
画
を
立
て
財
政
規
律
を
重
ん
じ

た
行
政
運
営
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
賛
成
す
る
。

　

認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
附
帯
決
議
を
提
出
し
た

が
、
子
ど
も
達
の
安
全
が
確
保
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

ま
た
、
人
道
橋
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
多
く
の
住
民
が

利
用
で
き
る
場
所
に
す
る
べ
く
協
議
が
必
要
と
考
え
る

た
め
反
対
す
る
。

　

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
で
提
出
し
た
附
帯
決
議
で

事
業
内
容
の
精
査
を
求
め
、
一
部
改
善
が
見
ら
れ
た
が
、

災
害
及
び
交
通
に
関
す
る
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
、
近

隣
中
学
校
、
高
校
の
送
迎
の
現
状
か
ら
危
険
事
故
リ
ス

ク
の
増
加
及
び
大
渋
滞
が
危
惧
さ
れ
る
。
ま
た
、
近
年

の
保
育
幼
児
教
育
及
び
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
は
多
岐
に
わ

た
る
こ
と
か
ら
、
国
は
子
育
て
関
係
法
令
及
び
実
施
要

綱
等
の
改
正
を
行
っ
て
お
り
、
新
た
な
子
ど
も
子
育
て

支
援
関
連
体
制
促
進
の
た
め
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
の
充
実

を
求
め
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

反　対 原 案  賛 成修 正 案  賛 成

○
分
科
会
と
は

　
委
員
会
の
審
査
又
は
調
査
を
効
率
的
に
行
う
た
め

に
設
け
る
も
の
。
予
算
・
決
算
委
員
会
に
お
い
て
、

審
査
の
能
率
向
上
を
図
り
、
詳
細
な
検
討
を
行
う
た

め
に
置
く
も
の
。

○
流
れ本

会
議　
予
算
特
別
委
員
会
へ
議
案
を
付
託

予
算
特
別
委
員
会

　
分
科
会
設
置

総
務
企
画
分
科
会

経
済
建
設
分
科
会　
所
管
事
項
の
審
査

厚
生
文
教
分
科
会　

予
算
特
別
委
員
会
（
全
体
会
）

　
分
科
会
か
ら
の
報
告
、
質
疑
、

　
議
員
間
討
議
、
討
論
、
採
決

本
会
議　
委
員
長
報
告
、
討
論
、
採
決

　

３
月
18
日
に
行
わ
れ
た
予
算
特
別

委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
で
審
査
さ

れ
た
議
案
の
審
査
経
過
が
報
告
さ
れ
、

そ
の
報
告
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。
質
疑
終
了
後
、
井
川
倫
士
委
員

か
ら
議
案
第
１
号
に
対
し
、
認
定
こ

ど
も
園
を
整
備
す
る
た
め
の
保
育
幼

児
教
育
再
編
整
備
推
進
事
業
費
を
減

額
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
議
員
間
討
議
で
は
認
定
こ
ど

も
園
の
是
非
に
つ
い
て
、
新
鉾
田
駅

周
辺
再
整
備
事
業
の
充
実
、
投
票
所

設
置
箇
所
の
見
直
し
に
つ
い
て
意
見

を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
、
議
案
第

1
号
に
対
す
る
修
正
案
は
賛
成
少
数

に
よ
り
否
決
さ
れ
、
原
案
の
令
和
３
年

度
鉾
田
市
一
般
会
計
予
算
は
賛
成
多

数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
他
の
予
算
案
に
関
す
る
議
案
に

つ
い
て
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

全　
体　
会

【
3
月
18
日
】

　
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
常
任
委
員
会
ご
と
に
分
科
会
を

設
置
し
、
集
中
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
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主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

人
口
減
少
対
策
事
業
見
込
み
件
数
は

人
口
減
少
対
策
事
業
の
補
助
金
の
見
込
み

件
数
は
何
件
か
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
費
補
助
金
10
件
、

わ
く
わ
く
茨
城
生
活
実
現
事
業
補
助
金
は

単
身
世
帯
１
件
、
複
数
人
世
帯
１
件
を
見

込
ん
で
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
現
在
ま
で
の
交

付
は
何
件
か
。

平
成
27
年
10
月
の
制
度
導
入
か
ら
令
和

３
年
２
月
末
現
在
ま
で
の
交
付
件
数
は

９
３
７
９
件
、
交
付
率

は
１
９
・
３
％
。
県
及

び
全
国
平
均
を
下
回
っ

て
い
る
の
で
、
交
付
推

進
に
努
め
た
い
。

農
家
の
廃
プ
ラ
処
理
料
金
の
引
き
下
げ
を

農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
協
議
会
に
対

す
る
負
担
金
を
増
額
し
て
、
農
家
の
廃
プ

ラ
の
処
理
料
金
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

廃
プ
ラ
処
理
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
は

経
営
に
お
け
る
必
要
経
費
と
し
て
認
識
さ

れ
た
い
。
処
理
費
用
高
騰
で
農
家
の
窮
状

は
認
識
し
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
の
市
の

負
担
は
難
し
い
。

安
塚
公
園
供
用
開
始
に
向
け
て

令
和
４
年
供
用
開
始
に
向
け
て
進
め
ら
れ

て
い
る
工
事
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

第
１
期
工
事
は
工
期
内
完
成
に
向
け
て
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
第
２
期
工
事
に
つ
い

て
は
令
和
３
年
４
月
の
工
事
発
注
に
向
け

た
準
備
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
４
年
４
月

１
日
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
の
敬
老
を
祝
う
会
開
催
は

令
和
３
年
度
は
敬
老
を
祝
う
会
を
行
わ
ず

に
、
食
事
券
を
配
布
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

令
和
３
年
度
以
降
も
式
典
は
行
わ
な
い
の

か
。

今
後
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
見
通
せ
な
い

た
め
、
暫
定
的
な
取
り
扱
い
と
し
て
令
和

３
年
度
の
敬
老
を
祝
う
会
は
行
わ
な
い
こ

と
と
し
た
。
今
後
の
開
催
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
く
。

35
人
学
級
の
考
え
は

大
洋
小
学
校
及
び
旭
中
学
校
区
統
合
小
学

校
の
新
校
舎
建
設
に
あ
た
り
、
過
日
、
法

整
備
さ
れ
た
小
学
校
35
人
学
級
に
つ
い
て

教
室
の
配
置
な
ど
対
応
は
可
能
な
の
か
。

大
洋
小
学
校
は
全
学
年
２
ク
ラ
ス
の
設
計

な
の
で
対
応
は
可
能
。
旭
中
学
校
区
統
合

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
委
員

会
で
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

令
和
３
年
度
予
算
特
集　

予
算
特
別
委
員
会
分
科
会　

主
な
質
疑

総
務
企
画
分
科
会

経
済
建
設
分
科
会

厚
生
文
教
分
科
会

【
3
月
16
日
】

【
3
月
15
日
】

【
3
月
17
日
】

答

答

答答

答

答 問

問

問問

問

問
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令
和
３
年
第
１
回
定
例
会　

主
な
日
程　

／　

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

会
議
名

議員名

議案等

土
子
勝
也

羽
成
洋
一

鬼
澤
治
男

髙
埜
栄
治

井
川
倫
士

亀
山
　

彰

二
重
作 

茂
兵
衛

小
沼
　

勝

根
嵜
　

眞

水
上 

美
智
子

入
江
　

晃

岩
間
勝
栄

井
川
茂
樹

米
川
宗
司

山
口
　

德

田
口
清
一

堀
田
正
衛

高
野
　

衛

討 論
採
決
結
果

※ 議 案 等
　 について

賛 成 反 対

第　
１　
回　
定　
例　
会

第１号 令和３年度鉾田市
一般会計予算 ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

　
　

議

長

は

採

決

に

加

わ

り

ま

せ

ん　
　

○ ○ ○ ● ● ○ 山口 髙埜 可決

第３号
令和３年度鉾田市
後期高齢者医療特
別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 髙埜 高野 可決

第４号
令和３年度鉾田市
介護保険特別会計
予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 水上 高野 可決

第13号
鉾田市介護保険条
例等の一部改正に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 水上 高野 可決

第14号
令和２年度鉾田市
一般会計補正予算
（第12号）

○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - 可決

○：議案等に対して賛成　　●：議案等に対して反対　　退：退席　　⽋：⽋席　　除：除斥

３
月
１
日
〔
月
〕
本
会
議

・
開
会

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

・
諸
般
の
報
告

・
施
政
方
針
並
び
に
市
長
提
出
議
案
説
明

　
（
議
案
第
１
号
か
ら
第
20
号
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
第
１
号
）

３
月
３
日
〔
水
〕
本
会
議

・
会
派
代
表
者
質
問

・
一
般
質
問

３
月
４
日
〔
木
〕
本
会
議

・
一
般
質
問

３
月
９
日
〔
火
〕
各
常
任
委
員
会

３
月
11
日
〔
木
〕
本
会
議

・
議
案
第
８
号
か
ら
第
20
号
質
疑
・
討
論
・

　
採
決

・
議
議
案
第
１
号
提
案
説
明

・
茨
城
県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
議
会
議
員

　
選
挙

３
月
12
日
〔
金
〕
本
会
議

・
議
案
第
１
号
か
ら
第
７
号
質
疑

　
（
令
和
３
年
度
当
初
予
算
案
）

・
予
算
特
別
委
員
会
の
設
置

３
月
15
日
〔
月
〕
経
済
建
設
分
科
会

３
月
16
日
〔
火
〕
総
務
企
画
分
科
会

３
月
17
日
〔
水
〕
厚
生
文
教
分
科
会

３
月
18
日
〔
木
〕
予
算
特
別
委
員
会
（
全
体
会
）

３
月
23
日
〔
火
）
本
会
議

・
議
案
第
１
号
か
ら
第
７
号
委
員
長
報
告
・　

　
討
論
・
採
決

・
議
案
第
21
号
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・

　
採
決

・
議
議
案
第
１
号
質
疑
・
討
論
・
採
決

・
閉
会

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会

主な日程
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令
和
３
年
第
１
回
定
例
会　

概
要　

／　

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

会議名 議　　　案　　　等

第　
１　
回　
定　
例　
会

第2号 令和３年度鉾田市国民健康保険特別会計予算

第5号 令和３年度鉾田市農業集落排水事業特別会計予算

第6号 令和３年度鉾田市水道事業会計予算

第7号 令和３年度鉾田市下水道事業会計予算

第8号 専決処分の承認について（鉾田市国民健康保険条例及び鉾田市介護保険条例の一部を
改正する条例）

第9号 専決処分の承認について（令和２年度鉾田市一般会計補正予算（第 11 号））

第10号 鉾田市税条例の一部改正について

第11号 鉾田市立学校設置条例の一部改正について

第12号 鉾田市健康増進施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について

第15号 令和２年度鉾田市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

第16号 令和２年度鉾田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

第17号 令和２年度鉾田市介護保険特別会計補正予算（第３号）

第18号 令和２年度鉾田市水道事業会計補正予算（第３号）

第19号 令和２年度鉾田市下水道事業会計補正予算（第３号）

第20号 市道路線の認定について

第21号 令和３年度鉾田市一般会計補正予算（第１号）

議議案第1号 鉾田市議会会議規則の一部を改正する規則について

３
月
１
日
〔
月
〕
本
会
議

・
開
会

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

・
諸
般
の
報
告

・
施
政
方
針
並
び
に
市
長
提
出
議
案
説
明

　
（
議
案
第
１
号
か
ら
第
20
号
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
第
１
号
）

３
月
３
日
〔
水
〕
本
会
議

・
会
派
代
表
者
質
問

・
一
般
質
問

３
月
４
日
〔
木
〕
本
会
議

・
一
般
質
問

３
月
９
日
〔
火
〕
各
常
任
委
員
会

３
月
11
日
〔
木
〕
本
会
議

・
議
案
第
８
号
か
ら
第
20
号
質
疑
・
討
論
・

　
採
決

・
議
議
案
第
１
号
提
案
説
明

・
茨
城
県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
議
会
議
員

　
選
挙

３
月
12
日
〔
金
〕
本
会
議

・
議
案
第
１
号
か
ら
第
７
号
質
疑

　
（
令
和
３
年
度
当
初
予
算
案
）

・
予
算
特
別
委
員
会
の
設
置

３
月
15
日
〔
月
〕
経
済
建
設
分
科
会

３
月
16
日
〔
火
〕
総
務
企
画
分
科
会

３
月
17
日
〔
水
〕
厚
生
文
教
分
科
会

３
月
18
日
〔
木
〕
予
算
特
別
委
員
会
（
全
体
会
）

３
月
23
日
〔
火
）
本
会
議

・
議
案
第
１
号
か
ら
第
７
号
委
員
長
報
告
・　

　
討
論
・
採
決

・
議
案
第
21
号
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・

　
採
決

・
議
議
案
第
１
号
質
疑
・
討
論
・
採
決

・
閉
会

　
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
1
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で

の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
市
長
か
ら
令
和
３
年
度
各
会
計
予
算
な
ど
計
21
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
は
１
件
の
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
３
年
度
各
会
計
予
算
は
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、所
管
す
る
分
科
会
ご
と
で
集
中
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （ 

☞ 

Ｐ
８
、９
）

　
一
般
質
問
で
は
、
８
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ
り
、
デ
マ
ン
ド

バ
ス
市
内
全
域
運
行
の
進
捗
状
況
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。ま
た
、

公
明
党
鉾
田
市
議
団
が
会
派
代
表
者
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
☞
Ｐ
７
、
Ｐ
12
～
16
）

　
総
務
企
画
常
任
委
員
会
で
は
「
防
災
無
線
放
送
施
設
デ
ジ
タ
ル

化
事
業
の
進
捗
状
況
」、「
鉾
田
市
消
防
団
機
能
別
消
防
団
員
の
活

動
状
況
」
に
つ
い
て
の
所
管
事
務
調
査
及
び
視
察
、
経
済
建
設
常

任
委
員
会
で
は
「
一
般
社
団
法
人　
鉾
田
市
観
光
物
産
協
会
の
事

業
計
画
」「
水
鳥
湿
地
セ
ン
タ
ー
の
進
捗
状
況
」
に
つ
い
て
の
所

管
事
務
調
査
及
び
視
察
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
は
「
給
食
の

異
物
混
入
の
原
因
究
明
と
今
後
の
対
策
」「
社
会
教
育
複
合
施
設

整
備
事
業
の
進
捗
状
況
」
に
つ
い
て
の
所
管
事
務
調
査
及
び
視
察

が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
（
☞
Ｐ
17
）

　

今
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

概　　要

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

岩 

間
　
勝 

栄

（
当
選
人
）

選　
挙



議員が市政全般の現状や方針などを問う
ものです。ここでは、一般質問を要約し
て掲載します !!

？？？ 一般質問とは？一般質問とは？
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令
和
３
年
第
１
回
定
例
会　

こ
こ
が
聞
き
た
い
!!　

一
般
質
問

議 員 名 質　問　事　項

亀山　　彰

1
安心安全に暮す為のデマンド
型乗合タクシー市内全域運行
の進捗状況について

2 一般社団法人鉾田市観光物産協
会の設立について

3 統合後の小学校跡地利用につ
いて

4 感染症対策課設立について

鬼澤　治男
1 新型コロナウイルス感染症に

ついて

2 市長の今後の市政方針につい
て

井川　倫士

1 人口減少時代における鉾田市
の都市計画について

2
コロナ禍でも稼ぐ力の強い事
業者の育成のための環境整備
について

髙埜　栄治

1

行政が保有する各種データ活
用の政策調整部（企画・財政・
まちづくり視点）の役割なら
びに新年度事業調整・施策づ
くりの活用実施状況と今後の
取り組みについて

2
本市の行政課題の特徴ならび
に解決への取り組みと将来展
望について

3

改正漁業法施行に伴う本市水
産業者への影響と『茨城県水
産業振興計画』を踏まえた本
市水産及び観光事業推進の在
り方について

議 員 名 質　問　事　項

入江　　晃

1 新型コロナウイルスワクチン
接種について

2 市の健康診査について

3 小中学校の体育館における冷
暖房施設の整備について

水上美智子

1 デジタル庁創設での市の取り
組みについて

2 コロナ禍における市の取り組
みについて

3 安全・安心な遊び場の環境改善
について

高野　　衛

1 新型コロナワクチン接種につ
いて

2 なめがた地域医療センター病
床閉鎖について

3
上山鉾田工業団地内（旧日本
ビクター跡）に産廃関連企業
進出について

4 男女共同参画社会について

5
日本原子力研究開発機構大洗
研究所高速実験炉「常陽」に
ついて

小沼　　勝
1 コロナ禍の中での研修生受け

入れについて

2 コロナ予防のためのワクチン
接種方法について

検　索鉾田市役所ホームページ

鉾田市議会ホームページで
一般質問の会議録を公開しています!

①鉾田市のホームページへアクセス
   「http://www.city.hokota.lg.jp」
②市ガイド内の「鉾田市議会」クリック
③会議録をクリック
※今定例会の会議録は6月上旬公開予定です。

また、各議員の2次元コードを読み込むこと
で、一般質問の録画放送を再生できます。

ここが聞きたい!!　一般質問ここが聞きたい!!　一般質問

||お
知らせ|お知らせ|

P15

P15

P16

P16

P13

P13

P14

P14



亀山　彰鬼澤 治男
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一
般
質
問　

亀
山  

彰 

議
員　

／　

鬼
澤 

治
男 

議
員

を
最
優
先
と
し
、
市
民
の
皆

様
が
円
滑
に
接
種
で
き
る
よ

う
準
備
を
整
え
る
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
コ
ロ
ナ
終

息
後
の
未
来
を
見
据
え
て
、
今

な
す
べ
き
こ
と
は
何
か
、
財
政

規
律
を
堅
持
し
つ
つ
、
経
済
対

策
を
含
め
、災
害
の
備
え
な
ど
、

ま
ち
の
生
活
基
盤
を
整
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

来
年
度
は
、
私
の
任
期
最

後
の
年
で
あ
り
、
総
仕
上
げ

と
し
て
、
今
で
き
る
こ
と
、
今

や
る
べ
き
こ
と
を
冷
静
に
判
断

し
、
着
実
に
実
行
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
と
同
じ
よ
う
に
病
院
で

の
個
別
接
種
と
な
る
。
働
き
盛

り
の
方
々
は
日
曜
日
し
か
行
け

な
い
と
い
っ
た
場
合
も
想
定
さ
れ

る
の
で
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
た

め
に
、
集
団
接
種
（
特
別
会
場
）

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
接
種
も

含
め
接
種
に
至
る

ま
で
の
手
順
を
伺
う
。

【
福
祉
保
健
部
長
】健
康

増
進
課
か
ら
接
種
券
と

予
診
票
が
送
付
さ
れ
る
の
で
、

市
の
統
一
し
た
予
約
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
で
希
望

す
る
医
療
機
関
や
日
時
で
予
約

令
和
３
年
度
当
初
か

ら
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
市
内
全
域
で
の
運
営

が
予
定
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
を
検
討
す
る
公

共
交
通
会
議
が
開
催
さ
れ
て

お
ら
ず
事
業
の
実
施
が
大
幅

に
遅
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、

そ
の
理
由
は
。

【
政
策
企
画
部
長
】（
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
）事

業
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
委

託
の
発
注
が
遅
れ
、
そ
れ
に

時
間
を
要
し
た
た
め
、
公
共

交
通
会
議
が
開
催
で
き
ず
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
あ
た

り
、
16
歳
以
上
の
一
般

住
民
の
方
を
ど
の
よ
う
な
基
準

で
選
考
す
る
の
か
。
ま
た
、
特

別
な
会
場
で
行
う
の
か
伺
う
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
基

本
的
に
は
16
歳
以
上

の
全
員
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象

に
な
る
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
16
歳

か
ら
64
歳
の
方
を
一
斉
に
実
施

す
る
と
、
混
乱
が
生
じ
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
の
で
10
歳
刻
み

に
接
種
券
を
送
る
な
ど
検
討

を
し
た
い
。

　

16
歳
以
上
の
住
民
も
基
本
は

デマンドタクシーの
早期市内全域運行を

コロナ禍における
ワクチン接種は

い
た
。
そ
の
た
め
全
体
的
に

事
業
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
市
内
全
域

運
行
と
既
に
実
施
し
て
い
る

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
券
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
現

実
的
に
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
で
は
市
内
の
全
て
の

道
を
網
羅
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
タ
ク
シ
ー
助
成
は

必
要
と
考
え
る
。

　

仮
に
こ
の
タ
ク
シ
ー
助
成

を
続
け
る
た
め
に
は
政
策
転

換
を
図
り
、
免
許
返
納
者
に

限
定
す
る
な
ど
事
業
目
的
を

変
え
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い

と
考
え
て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
市
内
全
域
運

行
開
始
時
期
と
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
運

行
開
始
時
期
に
つ
い

て
は
、
乗
り
合
い
に
関
す
る

許
可
手
続
き
や
車
両
の
準
備
、

予
約
セ
ン
タ
ー
の
構
築
な
ど

に
４
か
月
程
度
か
か
る
と
考

え
て
い
る
の
で
、
秋
口
以
降

を
予
定
し
て
い
る
。

を
す
る
こ
と
に
な
る
。そ
し
て
、

予
約
し
た
日
に
、
そ
の
医
療
機

関
で
接
種
を
受
け
る
と
い
う

流
れ
に
な
る
。

今
後
の
市
政
運
営
に

　
　
つ
い
て
の
考
え
は

10
月
の
市
長
選
挙
を

踏
ま
え
、
今
後
、
市

政
運
営
を
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
伺
う
。

【
市
長
】ま
ず
今
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
混
乱
を
ど
の
よ
う

に
乗
り
越
え
て
い
く
か
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

こ
の
事
業
の
開
始

を
早
め
る
た
め
に

は
市
長
の
こ
の
事
業
に
対
す

る
思
い
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
し
っ
か
り
取
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が

如
何
か
。

【
市
長
】
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
市
内
全
域
運

行
開
始
を
市
民
の
皆
様
が
待

ち
望
ん
で
い
る
思
い
は
強
い

と
思
う
。
10
月
ス
タ
ー
ト
を

目
指
し
て
い
る
が
、
そ
れ
よ

り
も
前
倒
し
で
事
業
が
ス

タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
指
示
を

出
し
た
い
。

答答

答 答

答

答

答

問問

問 再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問



井川 倫士髙埜 栄治
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旧
鉾
田
市
街
地
、
マ
チ

ウ
チ
の
市
街
地
活
性

化
策
は
、
長
年
の
懸
案
事
項

で
あ
り
な
が
ら
、
具
体
的
な
成

果
が
上
が
ら
な
い
。
長
期
的
で

具
体
的
な
マ
チ
ウ
チ
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
、
市
の
将
来
像
を

確
認
す
る
。

【
建
設
部
長
】
旧
市
街
地

に
都
市
機
能
の
集
積
を

し
て
、
公
共
施
設
や
病
院
、
商
店

が
集
積
さ
れ
て
、
そ
の
中
で
生
活

が
安
定
的
に
で
き
る
よ
う
な
、
市

街
地
を
形
成
す
べ
き
と
考
え
る
。

ま
だ
具
体
的
な
計

画
性
が
な
い
の
が

本
市
の
水
産
業
及
び

観
光
事
業
な
ど
関
係

企
業
活
動
等
を
ど
の
よ
う
に
支

援
、推
進
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　

新
広
域
ご
み
処
理
施
設
の

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
利
用

し
た
取
り
組
み
、
あ
る
い
は
大

谷
川
流
域
の
荒
廃
水
田
を
生

か
す
た
め
に
、
冬
期
利
用
が
中

心
と
想
定
さ
れ
る
水
鳥
湿
地

セ
ン
タ
ー
を
含
め
、
周
年
の
誘

客
を
見
据
え
た
涸
沼
駅
北
部

地
域
を
利
用
し
た
水
産
業
振

興
策
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
大

谷
川
河
口
付
近
を
利

一
般
質
問　

井
川 

倫
士 

議
員　

／　

髙
埜 

栄
治 

議
員

市街地活性化に
対するビジョンは

水産業を活かした
観光振興の取り組
みの考えは

現
状
と
思
う
。

　

平
成
22
年
に
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
作
成
し
た
際
に
市
街

地
活
性
化
に
関
す
る
具
体
的

な
プ
ラ
ン
が
改
定
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
今
回
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
は
大
き
な
計
画
変
更
を

す
る
の
か
伺
う
。

【
建
設
部
長
】今
回
の
改

定
で
は
、
市
街
地
中
心

部
の
新
た
な
都
市
構
造
の
在

り
方
の
検
討
、
そ
れ
か
ら
新
た

な
公
共
交
通
体
系
と
連
携
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
、
さ
ら

に
人
口
減
少
、
施
設
老
朽
化
に

対
応
し
た
公
共
機
能
の
維
持
、

用
し
た
水
産
業
振
興
策
に
つ
い

て
具
体
的
な
考
え
は
な
い
。

　

し
か
し
持
続
可
能
な
漁
業

を
目
指
す
た
め
、
資
源
を
活

か
し
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が

ら
漁
業
者
利
益
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
し
た
い
と
思
う
。

涸
沼
駅
周
辺
、
涸

沼
観
光
セ
ン
タ
ー

の
近
く
に
、
あ
る
程
度
の
ウ
ォ

ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
的
な
も
の
を

つ
く
り
上
げ
て
、
そ
こ
で
シ
ジ

ミ
な
ど
を
採
っ
た
り
し
て
楽
し

め
る
よ
う
な
観
光
事
業
を
創

設
で
き
な
い
か
伺
う
。

　

ま
た
、
涸
沼
の
南
岸
地
域

更
新
を
行
い
維
持
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
着
眼
点

と
し
て
見
直
し
を
行
う
。

【
市
長
】
市
の
中
心
市

街
地
、
中
心
商
業
地

は
、
空
き
地
や
シ
ャ
ッ
タ
ー

の
下
り
た
空
き
店
舗
が
大
変

目
立
つ
。
か
つ
て
多
く
の
買

い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
、
活
気

で
あ
ふ
れ
て
い
た
商
店
街
を

と
り
戻
す
た
め
に
何
か
良
い

政
策
は
な
い
か
考
え
続
け
て

い
る
。

　

市
内
の
ア
ク
セ
ス
に
欠
か

せ
な
い
道
路
の
改
良
や
生
活

道
路
の
舗
装
や
大
洗
鹿
島
線

は
歴
史
、
自
然
景
観
の
み
な

ら
ず
、
食
と
か
生
活
文
化
を

活
用
し
た
『
風
土
体
感
観
光
拠

点
』
と
な
り
得
る
。
新
た
に
設

置
さ
れ
た
観
光
物
産
協
会
と

協
力
し
て
観
光
振
興
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
た
い
。

【
環
境
経
済
部
長
】　

観
光
物
産
協
会
で
は
、

鉾
田
市
を
ど
う
売
り
出
し
て

い
く
か
と
い
う
中
で
テ
ロ
ワ
ー

ル
と
い
う
概
念
を
一
つ
の
切
り

口
と
考
え
て
い
る
。

　

テ
ロ
ワ
ー
ル
と
は
、
そ
の
土

地
に
根
差
し
た
文
化
を
含
め

て
、
そ
の
土
地
の
物
を
商
品
と

の
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を

図
り
、
人
を
呼
び
込
む
環
境

を
整
え
て
い
き
た
い
。

マ
チ
ウ
チ
に
人
を

増
や
す
こ
と
を
第

一
に
考
え
、
人
が
増
え
れ
ば
商

店
が
ま
た
新
た
に
活
性
化
す

る
と
思
う
。

　

旧
市
街
地
は
住
宅
地
に

と
っ
て
有
利
な
下
水
道
が
先

行
投
資
さ
れ
て
い
る
の
で
、
市

独
自
に
固
定
資
産
税
を
減
免

す
る
な
ど
の
更
な
る
具
体
的

な
施
策
に
よ
る
活
性
化
策
を

行
え
ば
人
が
張
り
つ
い
て
く
る

と
思
う
の
で
検
討
さ
れ
た
い
。

し
て
、ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
売
っ

て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、

こ
の
考
え
を
も
と
に
水
産
業
振

興
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
市
長
】水
鳥
湿
地
セ
ン

タ
ー
が
箕
輪
地
区
に

整
備
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
し
た
と
こ
ろ
、
涸

沼
の
堤
防
部
分
に
砂
浜
等
を

設
け
て
、
シ
ジ
ミ
を
放
流
し
て

欲
し
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

多
く
の
方
々
に
水
鳥
湿
地

セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
ん
で
も
ら

う
た
め
に
も
、
砂
浜
設
置
に

つ
い
て
検
討
し
な
が
ら
観
光
振

興
を
図
り
た
い
。

提
言

答

答

答

答

答

答

問問 再
質
問

再
質
問
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し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

【
建
設
部
長
】
ボ
ー
ド

ウ
ォ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
に
よ
る
破
損
が
ひ
ど
く

一
部
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る
。

県
で
部
分
的
な
修
繕
で
は
な
く
、

全
体
的
な
改
修
を
行
う
こ
と
を

計
画
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度

か
ら
大
規
模
改
修
工
事
を
行
っ

て
い
く
と
確
認
し
て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
ク
ラ
イ
マ
ー
へ
の
ゴ
ム

チ
ッ
プ
の
設
置
、
複
合
遊
具
近

く
へ
の
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
、
紙

お
む
つ
な
ど
の
自
動
販
売
機
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
県
へ
要
望
し

て
い
き
た
い
。

ペ
ー
ス
を
有
効
に
活
用
し
て
新
た

な
遊
具
を
設
置
す
る
。

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
遊
具
の
構

想
は
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ

る
方
も
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
、

遊
具
を
利
用
し
て
楽
し
め
る
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
設
計
を
進
め
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、通
常
の
シ
ー

ト
と
バ
ケ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
シ
ー
ト

が
併
設
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
コ
等
の
設

置
や
段
差
に
ス
ロ
ー
プ
を
つ
け
、

小
さ
な
お
子
様
か
ら
高
齢
者
ま
で

ス
ト
レ
ス
な
く
移
動
で
き
る
よ
う

な
環
境
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

遊
具
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
も
配

旭
中
学
校
体
育
館
に

は
冷
暖
房
設
備
が
配

備
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他

の
中
学
校
に
は
配
備
さ
れ
て

い
な
い
。
毎
年
、
夏
場
の
熱

中
症
問
題
が
話
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
生
徒
の
安
全
確
保

の
た
め
冷
暖
房
設
備
が
必
要

と
思
う
が
如
何
か
。
ま
た
、

統
合
小
学
校
体
育
館
に
お
け

る
整
備
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
部
長
】
体
育
館

は
学
校
の
授
業
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
各
種
行
事
や

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
災
害
時
は

避
難
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

事
業
の
体
育
施
設
遊
具

環
境
改
善
事
業
と
し
て
、
旭
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
遊
具
設
置
、

く
ぬ
ぎ
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
及

び
鉾
田
総
合
公
園
は
遊
具
の
更

新
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
事
業

内
容
の
確
認
及
び
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
公
園
遊
具
の
構
想
は
検

討
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
教
育
部
長
】
鉾
田
総
合

公
園
及
び
く
ぬ
ぎ
の
森

ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
つ
い
て
は
毎
年

実
施
し
て
い
る
遊
具
定
期
点
検
の

際
に
、
使
用
禁
止
な
ど
の
判
定
を

受
け
た
既
存
遊
具
を
撤
去
し
、
ス

一
般
質
問　

入
江  

晃 

議
員　

／　

水
上 

美
智
子 

議
員

小中学校体育館
の冷暖房設備は

安全安心な遊び
場の環境改善を

る
。
令
和
２
年
第
２
回
定
例

会
で
学
校
施
設
環
境
改
善
交

付
金
事
業
の
活
用
に
つ
い
て

答
弁
し
て
い
る
が
、
整
備
の

た
め
に
は
避
難
所
と
し
て
の

機
能
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う

な
工
事
が
必
要
か
整
理
が
必

要
で
あ
る
。

　

交
付
金
の
採
択
な
ど
課
題

が
あ
り
、
長
期
的
な
計
画
に

な
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
避

難
所
に
指
定
し
て
い
る
中
学

校
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
今

後
整
備
方
針
を
定
め
、
整
備

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
統
合
小
学
校
体
育
館
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

整
備
方
針
は
定
ま
っ
て
い
な

い
が
、
県
内
の
整
備
状
況
等

を
把
握
し
な
が
ら
今
後
検
討

し
た
い
。

冷
暖
房
を
入
れ
て

い
る
と
こ
ろ
は
少

な
い
の
で
は
な
い
か
。
先
進

的
な
こ
と
を
考
え
大
き
な
決

断
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

【
教
育
部
長
】
令
和
２

年
９
月
１
日
現
在
の

県
の
調
査
結
果
で
は
、
６
施
設

に
冷
暖
房
が
入
っ
て
お
り
、
設

置
状
況
と
し
て
は
少
な
い
状
況

慮
し
、
遊
具
間
隔
を
空
け
て
車
椅

子
な
ど
で
も
移
動
し
や
す
い
よ
う

な
レ
イ
ア
ウ
ト
に
な
る
よ
う
、
設

計
協
議
を
進
め
て
い
る
。

鹿
島
灘
海
浜
公
園
の

ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
は
老

朽
化
で
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
早
急
の
修
繕
を
県
に
提
言

し
て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、ネ
ッ

ト
ク
ラ
イ
マ
ー
の
下
に
ゴ
ム
チ
ッ

プ
を
敷
く
改
修
や
市
民
か
ら
複

合
遊
具
の
近
く
に
仮
設
ト
イ
レ

の
設
置
や
紙
お
む
つ
、
ウ
ェ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
自
動
販
売
機
を
設

置
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出
て

い
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
県
へ
提
言

で
あ
る
。
有
利
な
交
付
金
や
、

補
助
金
が
あ
れ
ば
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

将
来
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
も
市

で
で
き
る
環
境
整
備
は
し
っ

か
り
と
や
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
う
の
で
、

検
討
す
る
の
は
非
常
に
あ
り

が
た
い
が
、
検
討
で
終
わ
ら

な
い
で
前
に
進
め
る
よ
う
な

方
向
で
お
願
い
し
た
い
。

意
見

答答

答

答

問問

問 再
質
問
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小
沼  

勝 

議
員

産業廃棄物処理施設
の計画への対応は

新型コロナのワク
チン接種対応は

上
山
鉾
田
工
業
団
地
内

（
旧
ビ
ク
タ
ー
跡
）
に
民

間
企
業
に
よ
る
使
用
済
み
電
気

製
品
類
（
産
廃
）
の
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
の
新
築
計
画
に
つ
い
て
、
今

年
１
月
に
地
元
住
民
へ
の
説
明

会
が
行
わ
れ
た
。
計
画
予
定
地

の
住
民
か
ら
は
反
対
の
声
が
相

次
ぎ
、
２
月
に
青
柳
区
と
し
て

市
長
に
対
し
建
設
反
対
の
要
望

書
を
提
出
し
て
い
る
。
要
望
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
、
対
応
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
産
業

廃
棄
物
処
理
施
設
の
設

置
許
可
・
指
導
に
関
し
て
は
、

以
前
の
全
員
協
議
会

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
個

別
接
種
で
行
う
と
説
明
を
受

け
た
が
、
個
別
接
種
を
選
ん

だ
理
由
は
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
当

初
の
国
の
予
定
で
は
、

４
月
か
ら
６
月
の
３
か
月
で

高
齢
者
の
接
種
を
終
え
る
話

が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
だ
結
果
、
個

別
接
種
で
あ
れ
ば
１
医
療
機

関
１
日
平
均
30
件
接
種
を
行

う
と
３
か
月
で
２
万
７
千
６
百

回
の
接
種
が
で
き
、
高
齢
者
の

対
象
人
数
の
約
90
％
近
く
の

県
の
事
務
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設

置
等
に
係
る
事
前
審
査
要
領
に

基
づ
き
対
応
し
て
い
る
。
そ
の

要
領
の
中
に
地
元
住
民
と
の
合

意
形
成
の
努
力
義
務
が
あ
り
説

明
会
を
行
っ
た
が
理
解
を
得
ら

れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
の
で
、

市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
合
意

形
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
事
業
者

に
対
し
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
た
、
要
望
書
に
つ

い
て
は
県
へ
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
と
も
事
前
審
査

要
綱
に
基
づ
き
、
県
と
連
携
し

な
が
ら
対
応
し
た
い
と
考
え
る
。

方
が
２
回
接
種
可
能
と
い
う

こ
と
と
、
医
療
機
関
と
の
協
議

の
際
に
副
反
応
の
対
応
は
自

院
で
行
っ
た
方
が
よ
い
と
の
意

見
が
あ
り
、
個
別
接
種
を
中

心
に
行
う
と
判
断
し
た
。

副
反
応
の
対
応
に

つ
い
て
の
考
え
方

は
。
ま
た
、
疾
患
の
あ
る
方
や

子
ど
も
た
ち
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
の
対
応
の
考
え
方

に
つ
い
て
伺
う
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
副

反
応
で
多
い
の
は
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
だ
と
思
う
の

で
、
接
種
後
30
分
程
度
は
医

産
業
廃
棄
物
に
対
す

る
地
元
住
民
の
不
安

の
払
拭
、
理
解
を
得
る
の
は
難

し
い
と
思
う
。
住
民
の
声
を
最

大
限
に
尊
重
し
、
県
に
許
可
し

な
い
よ
う
伝
え
て
は
い
た
だ
け

な
い
か
。【環

境
経
済
部
長
】
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
許
可
は
、

先
ほ
ど
答
弁
し
た
事
前
審
査
要

領
に
基
づ
き
な
さ
れ
る
も
の
な

の
で
、
こ
れ
に
の
っ
と
り
ま
ず
は

業
者
に
き
ち
ん
と
し
た
対
応
を

し
て
も
ら
う
こ
と
だ
と
思
う
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

療
機
関
に
と
ど
ま
っ
て
も
ら
い

経
過
観
察
を
行
う
よ
う
な
体

制
を
と
っ
て
対
応
す
る
考
え
で

あ
る
。

　

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
は
、

主
治
医
監
督
下
で
接
種
を
行

う
場
合
、
他
市
町
村
で
も
接

種
可
能
と
国
で
は
示
し
て
い
る

が
、
予
約
方
法
な
ど
全
体
的

な
流
れ
が
見
え
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
に
関
し
て
は
、
16
歳
の
誕

生
日
以
降
に
接
種
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。

医
療
機
関
と
の
協
議

は
幾
度
と
な
く
さ
れ
た

業
者
側
に
立
つ
の
で

は
な
く
、
住
民
の
側

に
立
っ
て
判
断
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

【
環
境
経
済
部
長
】
決
し

て
企
業
側
に
立
っ
て
い

る
、
住
民
側
に
立
っ
て
い
る
と
い

う
話
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
ル
ー

ル
の
中
で
企
業
に
き
ち
ん
と
し

た
対
応
を
求
め
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

【
市
長
】
住
民
側
に
立
っ

て
い
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
ル
ー
ル
を
無
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
こ
と
い
う
こ
と
で
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

と
思
う
が
、
主
立
っ
た
要
望
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
医

療
従
事
者
の
方
々
は
、

前
向
き
に
使
命
と
し
て
協
力

し
て
い
き
た
い
と
言
っ
て
く

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
接

種
者
や
ワ
ク
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委員会活動
総務企画常任委員会

経済建設常任委員会

厚生文教常任委員会

3月9日に委員会を開催し、所管事務調査を行いました。
[ 所管事務調査 ] 
○防災無線放送施設デジタル化事業の進捗状況について
　デジタル化への課題、目的、設備概要の説明及び親局設備から子局設
備及び戸別受信機への伝達経路の説明を受け、実際に大洋市民センター
敷地内にある再送信子局を確認しながら役割等の説明を受けました。
　委員からは難聴地区の解消について、子局増設の有無について等の
質疑があり、また、同一敷地内別宅（外国人研修生含む）への戸別受信
機配布について検討してほしいと要望しました。

○鉾田市消防団機能別消防団員の活動状況について
　令和２年第３回定例会において、消防団に機能別消防団員を導入で
きるよう条例改正を行うまでの経緯及び令和３年４月１日に設置予定
の市役所消防隊の隊員数や出動範囲、訓練の状況等について説明を受
けました。
　委員からは団員不足解消のためのOB団員の検討や火災の誤報が増え
ている原因などの質疑がなされました。

3月9日に委員会を開催し、所管事務調査を行いました。
[ 所管事務調査 ] 
○一般社団法人　鉾田市観光物産協会の事業計画について
　鉾田市観光協会から鉾田市観光物産協会への移行についての説明及び
令和３年度・中長期事業計画案や令和５年度の自主運営に向けた事業準備
や構想について説明を受けました。
　委員からは協会としての目標を数値化すべきなどの意見がなされました。

○水鳥湿地センターの進捗状況について
　県道大洗・友部線バイパス工事現場の高台から、令和５年度の開館
に向けた水鳥湿地センター工事の進行状況、今後の予定及び箕輪地区
市有地の公園整備の予定について説明を受けました。
　委員からは地元の方が期待しているので、地元の方の意見に耳を傾
けるよう要望をしました。

3月9日に委員会を開催し、所管事務調査を行いました。
[ 所管事務調査 ] 
○給食の異物混入の原因究明と今後の対策について
　鉾田学校給食センター内を視察後、異物混入の調査経過に関する進
捗状況や委託業者である東洋食品から調査内容及び目視点検を強化す
るなどの改善内容の説明を受けました。
　委員からは、食材の選び方や人員配置についてなどの質疑や金属探
知機などの機械導入も検討すべきではとの意見が出ました。
　　
○社会教育複合施設整備事業の進捗状況について
　社会教育等複合施設の当初工事箇所及び２期工事箇所の確認をしな
がら今後の工事内容について説明を受けました。
　委員からはオープン時期の周知、内壁塗装、今年開催予定のクライ
ミング大会についての質疑がなされました。

再送信子局視察

観光物産協会説明

異物混入調査内容等説明

社会教育等複合施設視察
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令和２年度議会活動状況報告
　これまで毎年開催してきた議会報告会ですが、令和2年度はコロナ禍の影響により開催中
止となりましたので、改めて今回の議会だよりにおいて、令和2年度における主な議会の活
動状況について報告させていただきます。
■本会議開催状況
　定例会では新型コロナ感染症対策のため、開会期間を短縮し、傍聴についても制限をか
けるなどの対策を講じながら開催しました。また、新型コロナ対策関連予算計上などのため、
臨時会を計４回開催しました。

　　定例会　　第１回定例会･･･ ３/ ３～ ３/24（22日間）
　　　　　　　第２回定例会･･･ ６/ ４～ ６/19（16日間）
　　　　　　　第３回定例会･･･ ９/ ３～ ９/25（23日間）
　　　　　　　第４回定例会･･･12/ ３～ 12/18（16日間）
　　臨時会　　第１回･･5/15　第２回･･8/6　第３回･･10/29　第４回･･11/30　

 　
■委員会等開催状況
　令和２年はコロナ禍の影響により人との接触機会を減らすため、常任委員会等の視察研
修を取り止めるとともに、所管事務調査に関しても必要最低限の開催となりました。

　　総務企画常任委員会････6回	 百里基地・茨城空港に関する調査特別員会････ 2回
　　経済建設常任委員会････5回	
　　厚生文教常任委員会････4回	 原子力施設の安全に関する調査特別委員会････ 3回
　　議会運営委員会･･････ 24回
　　議会広報委員会･･････ 11回	 議会改革に関する調査特別委員会････････････ 7回
　　全員協議会･･････････ 19回

■コロナ禍に対する取り組み
　コロナ禍の影響による市民の窮状を訴えるため、各常任委員会で
決議書をいち早くとりまとめ、執行部に万全の対応を求めました。
　『新型コロナウイルスに対する対応への決議書』 令和２年3月25日
　『新型コロナウイルス対策に関する追加要望書』 令和２年5月13日
　『常任委員会活動費の減額に関する申し入れ書』 令和２年6月19日

■成人式の開催に関する取り組み
　新成人の方々の負担や延期に伴い、損失の発生する事業者への支援
に対して、要望書を執行部に提出し対応を求めました。

　『成人式延期決定に伴う関連事項の要望について』 令和3年1月14日

■給食異物混入に関する取り組み
　学校給食において立て続けに起きた給食異物混入に関して、原因
究明を調査することと再発防止に対する取り組みについて、要望書
を提出しました。
　『学校給食の安全確保に関する要望書』 令和３年２月９日

議会ではＩＣＴ化に向けた取り組みを加速しています
　早ければ令和３年の第２回定例会から議場のリニューアルや
タブレット端末の導入を図ります。
鉾田市市議会に対するご意見をお聞かせください。
メール：gikai@city.hokota.lg.jp

要望書等に
ついて詳細
はこちら

議会ICTの取
り組みについ
てはこちら

（※視察含む）

（※視察含む）
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傍聴に対する新型コロナウ
イルス感染症感染拡大防止
対策は行っていますが、外
出することに不安がある方
はぜひご活用ください。

議会映像配信をご活用ください

議会傍聴希望の皆様へ

「新しい生活様式」の実践及び感染拡大防止の観点から以下の点にご留意願います。
○職員による検温にご協力ください。
○マスクを着用願います。
○咳エチケットを励行してください。　（「咳エチケット」とは、咳・くしゃみの際に、マスク・ティッ
　シュ・ハンカチ・袖などで口や鼻をおさえることをいいます。）
○手洗い・手指の消毒を徹底してください。
○熱がある場合や体調不良（だるい・咳が出るなど）の場合は、傍聴参加を自粛願います。
○傍聴席は、間隔を空けて着席していただくことから、座席数を制限させていただきます。
○「いばらきアマビエちゃん」「新型コロナウイルス接触確認アプリ（略称：COCOA）の登録に
　ご協力ください。

本会議　３月、６月、９月、12月の４回開催
場　所　鉾田市議会議場（鉾田市役所３階）
開　会　午前10時
受　付　鉾田市役所３階　議会事務局前
　　　　　　　　　　　 〈事前の申込不要〉

コロナ禍における傍聴についてお願い

私語や拍手、高笑い禁止
議場内は静粛に

携帯の使用禁止
マナーモードに

議場内飲食禁止 庁舎内禁煙

《視聴方法》
いつでもどこでも開かれた議会へ！

①鉾田市議会を検索

②ホームページ内「議会中継」
　をクリック

③ライブ中継は議会が開始する
までそのままでお待ちくださ
い。録画配信は会議名一覧等
から該当するものをクリック

検 索鉾田市議会

お 知 ら せ

議場内のルール厳守にご協力を

　本会議は、原則として鉾田市議会傍聴人受付簿に住所、氏名、年齢を記入していただけ
れば、誰でも傍聴することができます。（児童及び乳児は議長の許可による）
※万が一新型コロナウイルス感染症感染者が発生した場合に備え、現在は連絡先（電話番号）
の記入をお願いしています。
　傍聴をご希望の方は、傍聴を希望される当日に市役所3階の議会事務局までお越しくださ
い。ただし、座席制限のため入場をお断りすることがあります。密を避けるための対策で
すので、ご理解の程よろしくお願いいたします。　

　一般質問や採決などの本会議の様子は、インターネットを使用したライブ中継や録画配
信を行っています。
　インターネット環境があればいつでもどこでも議会を視聴することができますので、ぜ
ひご活用ください。（録画配信は概ね１週間程度で反映されます）

＊議会だより第62号の訂正について
　【P15上段　令和２年度　原子力事業所事業計画説明会】
　説明文中に誤りがありました。正しくは次のとおりです。お詫びして訂正いたします。
誤）②個体廃棄物容処理施設　　正）②固体廃棄物減容処理施設



令和3年第2回定例会の予定

日 月 火 水 木 金 土
5/30 31 6/1 2 3

本会議
（開会）

4 5

6 7 8
一般質問

9
一般質問

10
一般質問

11 12

13 14
常任

委員会

15
常任

委員会

16
常任

委員会

17 18
本会議

（閉会）

19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 7/1 2 3

※日程は変更になる場合があります。

令和3年第1回定例会延べ傍聴者数	 49名
議会映像配信視聴数	 418アクセス
	 （令和3年3月1日～令和3年4月8日）
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議会を傍聴してみませんか!
次回の定例会は

6月3日㈭〜
開会は午前10時です

事前の予約は不要ですので、市役所3階事務局前
にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。
※日程は変更になる場合があります。

　地元の大洋小学校完成に向けて子供達
の安全が非常に気になっている事から

「議会だより」と一緒に議会中継をネット
配信で傍聴させていただきました。
　PTA会長を経験させていただいて、一
番感じたのは、PTAだけでは子供達の安全
を守るのに限界があり、やはり行政の力
は必要になってまいります。ぜひ議員の
皆さんの総力で、開校前の大洋小学校も
含め市内の子供達の安全が確保されます
よう議会において活発な議論を期待して
おります。

委 員 長　水上　美智子
副委員長　鬼澤　治男
委　　員　根嵜　　眞　　髙埜　栄治
　　　　　羽成　洋一　　土子　勝也

鉾
田

市
議

会
だ

よ
り

  N
o.63 2021.4.30

〒
311-1592　

茨
城

県
鉾

田
市

鉾
田

1444番
地

1　
☎

0291-36-7939  FA
X 0291-33-6002  Eメ

ー
ル

 gikai@
city.hokota.lg.jp

発
行

／
鉾

田
市

議
会

　
編

集
／

鉾
田

市
議

会
広

報
編

集
委

員
会

子どもたちの健やかな成長を願って

傍 聴 者 の 声

高釜地区
伊 藤  和 弘

インターネット配信を視聴して

撮影場所：舟木地区

掲載写真募集!!
あなたの写真を議会だよりに掲

載してみませんか？

■写真のテーマ 『発見！魅力ある鉾田の風景』

　（例 北浦などの水辺の風景、花いっぱいな風景 など）

■申込方法
　下記の必要事項を明記のうえ、議会事務局まで画像データ

　持参またはメール（gikai@city.hokota.lg.jp）でお申し込み

　ください。
　・氏名　・住所　・電話番号　・写真撮影場所（○○地区など）

　・写真のタイトル（20字以内）

　※団体名（○○クラブなど）も記載希望の方は、そちらも明

　　記ください。
　※掲載スペースの関係上写真は横向き。メールでの画像

　　データはJPEG形式で６MB以内。

■注意事項
　画像等の返却はできません。また、人物等を含む写真の場

　合は肖像権の侵害等が生じないよう、事前に被写体の承諾

　を得たうえでお申し込みください。

広報編集委員会の様子広報編集委員会の様子
より良い議会だよりを目指し、協議しております。より良い議会だよりを目指し、協議しております。


